
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充

実に向け、柔軟で創造的な学習空間づくり 

●児童生徒の興味・関心を大切にし、個性を活か

した探求の場づくり 

●コミュニケーションを大切にした協働的な学

びなど、多様な教育に対応できる場づくり 

●9年間を見通し、縦割りレクリエーション等で

培った異年齢交流の場づくり 

●地域との連携・協働による総合的な学習 

●明るく温かな雰囲気で過ごしやすい、多様な教

育に対応できるゆとりのある教室 

●読書・学習・情報のセンターとなる魅力的な学

校図書館(ラーニングセンター) 

５児童生徒の安心・安全に配慮した地域の防災拠

点づくり 

●通学路の安全確保 

●子どものセキュリティ 

●避難所機能の充実 

●バリアフリーに配慮した施設 

２児童生徒の心のゆとりを生む、健やかな学習・

生活空間づくり 

●児童生徒がリラックスでき、居場所となる空間

づくり 

●児童生徒のインクルーシブ教育※への対応 

●児童生徒と教職員の日常的な信頼関係におい

て、学びから生活まで相談できる環境づくり 

●食を楽しむ・学ぶ 

●運動を楽しむ 

●快適な校内環境 

●清潔感のある快適なトイレ・更衣室 

※障がいや病気の有無、国籍、性別といった様々な違いや課題

を越えて、すべての子どもが同じ環境で共に学び合う教育 

３まわりの豊かなみどりに調和し、自然を感じる

ことのできる施設づくり 

●周辺環境との調和を意識した施設 

４地域とのつながり・交流を大切にし、ともに創造

する共創空間づくり 

●地域の活動・交流拠点 

●公共施設等の複合化・共用化 

●伝統文化の継承 

 

６教職員の働き方に配慮した学校づくり 

●多様な働き方に対応した快適な職場環境 

●小中学校相互の教職員等との交流空間の創出 

 
原野谷学園の状況 

児童生徒数の状況                            
原野谷学園の児童生徒数をみると、

小学児童数は平成 7 年から急減し、中

学生徒数は平成 12 年以降年々減少し

ています。 

今後ますます子どもの数が減少し、

令和 10年には、ピークの令和 2～3年

度から 70 名程度減少すると予想され

ます。また、令和 18年度以降の学級数

は 1学年 1クラスの見込みです。 

施設の老朽化                              
原野谷学園の各小中学校の校舎等は昭和 30

～50年代にかけて整備された施設であり、老朽

化が進んでいます。特に、原野谷中学校の校舎

は建築から 64 年が経過し、経年による劣化が

心配されます。 

 

7つの視点 

１ 小中一貫教育が求められる背景 ２ 小中一貫教育推進の具体的な取組 

３ 学校の施設形態 ４ 校舎の建築年数 

５ 児童生徒数の推移 ６ 他市町の状況 

７ 掛川市の公共施設マネジメント  

 

小中一貫校に適した学校施設は？                                     
 

平成２９年度から３１年度にかけて「原野谷学園新たな学園づくり地域検討委員会」を設置し、変化する状況

をふまえた 7つの視点をもって、新たな学園づくりの検討を行いました。 

【原野谷学園児童生徒数の推移】 

【提言】～小中一貫教育に適した原野谷学園の学校施設の在り方について～ 
 

・原野谷学園の地域性や現状を踏まえ、小中一貫教育を推進するためにふさわしい学校の在り方は、小中

学校「施設一体型」の学校の整備が望ましい。 

・できるだけ早期に基本構想の策定等に着手し、多くの児童生徒が在籍し、多様な関わりを持つことがで

きる新しい教育環境の実現と充実した教育を期待したい。 

・小中学校「施設一体型」の校舎建築にあたっては、先進校の良さを取り入れるとともに、本検討委員会

や地域住民の要望をできる限り反映していただきたい。 

・将来的には、児童生徒数の推移等も考慮し、一学年複数学級を維持していくためには、近隣地域との調

整等についても検討していただきたい。 

 

 
基本構想 

原野谷学園小中一貫教育グランドデザイン                             
 

掛川市学校再編計画（令和 5年 8月）に基づき、掛川市立原野谷中学校区内における原野谷中
学校、原谷小学校、旧原田小学校について、義務教育９年間の系統性・連続性を考慮した小中一
貫教育を推進するため、３校を統合した小中一貫校を整備します。 
令和５年度から「原野谷学園新たな学校づくり検討委員会」を設置し、基本構想・基本計画を

策定しました。 

施設整備のコンセプト                                 
 

めざす児童・生徒像 
 

「夢を抱き りりしく歩む 
原野谷っ子」 

【かしこく】自ら考え判断するかしこい原野谷っ子 

【りりしく】心ゆたかでりりしい原野谷っ子 

【たくましく】ねばり強く取り組むたくましい原野谷っ子 

現在は、グランドデザインに基づく教育を推進しています。 

検討委員会・ワークショップをふまえ、整備コンセプト・基本方針等を策定しました。 

原野谷からはじまる、夢と希望に向かう 

新たな共創のまなび舎 

基本方針                                      

掛川市立原野谷中学校区小中一貫校基本構想・基本計画 

【概要版】 

現状の課題                                     
 

児童生徒数の減少や校舎の老朽化、子どもたち・学校施設を取り巻く社会状況は大きく変化しています。 

学校名 
校舎 体育館 

建築年 経過年数 建築年 経過年数 

原野谷中学校 昭和 36 64 平成 23 14 

原谷小学校 昭和 47 53 昭和 57 43 

旧原田小学校 昭和 56 44 昭和 57 43 

 令和7年時点 
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289 280 298
209
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小学校児童数 中学校生徒数

（人）

・掛川市の小中一貫校のモデルとなる 

・子どもたちが前向きに過ごすことができる 

・児童・生徒の縦と横のつながり、地域とのつながりを活かした協働的な学びを実現する 

そんな学校づくりを目指します。 
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基本計画 

スケジュール（案）                                 
 

現グラウンドに校舎等を建設する場合は、開発許可、造成工事が必要となります。 

通学について                                         
 

小中一貫校へ再編することで、学区が広がり通学距離が伸びる、新たなルートで通学することなどから、

検討委員会においても通学に関する課題等が指摘されました。今後、安全で安心な通学環境が確保された上

で、学校施設の整備が実現できるよう、スクールバス運行に係る基準緩和や通学路における歩道環境の改善

等を検討していきます。 
 

通学に関する課題 
・最大で約 4.0kmの距離を徒歩通学となる児童がいる可能性がある。小学校低学年を想定し、児童の歩行速

度を 40m/分と仮定した場合、約 1 時間 40 分の通学時間となる。 

・再編や統合により、３～４kｍの距離を徒歩通学する児童が増加する可能性が高い。など 

敷地の選定理由 
 

●原野谷中学校の敷地面積は 31,707㎡であり、施設・設備を、ゆとりをもって配置できる。新しい教育

に対応できる広さがあり、施設配置にあたり制約がない。 
 

●原谷地区と原田地区の区域の境に位置しており、両方の地区から通学・来校しやすい。児童生徒の約 90％

が徒歩通学可能で、スクールバスの通学支援は約 10％と経費削減が図れる。 
 

●建設に係る制約条件が少ないため、敷地整備に関する検討が比較的容易であり、事業スケジュールと事

業費の見通しが⽴てやすい。 

配置計画・動線計画の考え方 
 

① 既存施設の利用を考慮した計画 
 

② 効率的な動線・配置を考慮した計画 
 

③ 近隣に配慮した計画 
 

④ 学校活動へ配慮した計画 
 

⑤ 現況地盤面を考慮した計画 
 

⑥ 周辺景観や環境に配慮した計画 

屋内運動場 

スクールバス・
車両は県道大和
田森線からの出
入口とする 

既設屋内運動
場は継続利用
する 

既設プールは継続利
用する 

高低差のある現
況地盤面を考
慮する 

正門 

出入口 

出入口 

出入口 

 

グラウンドは 200ｍトラックが
配置できる広さ、形状とし、軟式
野球場としても利用できる計画
とする（既設同等の機能） 

近隣住宅な
どに配慮し
た配置計画
とする 

敷地条件の課題図（建設地：原野谷中学校） 

現況校舎 

【原野谷小中一貫校の機能構成イメー
ジ】 

※本図は機能構成のイメージであり、平面図ではありません。
平面計画等は今後の基本設計段階において検討します。 

事業内容 初年度 2 年度 3 年度 4 年度 5 年度 ６年度 

設計 
 
 

     

新校舎等 
新築工事 

 
 

     

外構 
 
 

     

既設校舎等の 
解体工事 

   
 

   

開校準備 
 
 

     

 

検討委員会 

基本設計 
実施設計 

開発 
許可 

開
校 

造成 
工事 

建設工事 

（仮称）開校準備委員会 

外構 

解体 
工事 

検討委員会は基本設計以降においても継続し、配置計画や平面設計等の確認・検討を行います。 

【パターンＢ：敷地南側（現グラウンド）に校舎建設・仮設校舎なし】 

グラウンド 正門付近 

事業内容 初年度 2 年度 3 年度 4 年度 5 年度 

設計 
 
 

    

新校舎等 
建設工事 

 
 

    

仮設校舎 
建設工事 

 
 

    

外構 
   

 
  

既設校舎等の 
解体工事 

     

開校準備 
 
 

    

 

検討委員会 

基本設計 
実施設計 

仮設 
工事 開

校 

建設工事 

（仮称）開校準備委員会 

【パターンＡ：敷地北側に校舎建設（仮設校舎を建設する場合）】 

外構 

解体 
工事 

建設予定地                                      
 

原野谷中学校、原谷小学校、原谷小学校＋北面の拡張、市営住宅原谷団地南方の農地を比較検討した結果、

建設地は「原野谷中学校」に決定しました。 


